
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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告

示

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
伊
東
大
和
館

静
岡
県
伊
東
市
寿
町
一
番
一
号

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
伊
東
大
和
館

静
岡
県
伊
東
市
寿
町
一
番
一
号

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
伊
東
園

静
岡
県
伊
東
市
松
川
町
一
番
十
二
号

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
伊
東
園

静
岡
県
伊
東
市
松
川
町
一
番
十
二
号

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
ウ
オ
ミ
サ
キ

静
岡
県
熱
海
市
和
田
浜
南
町
七

番
地
二
号

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
ウ
オ
ミ
サ
キ

静
岡
県
熱
海
市
和
田
浜
南
町
七
番
地
二
号

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

目
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〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〔
告

示
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
研

修
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
研
修
を
定
め
る
件

（
法
務
四
六
五
〜
四
六
七
）

J

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
研

修
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
研
修
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
四
六
八
〜
四
七
〇
）

K

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
四
七
一
）

〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府

短
期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
三
二
七
〜
三
三
一
、
三
三
四
）

L

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
三
三
二
）

N

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
三
三
三
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
四
二
九
〜
一
四
三
七
）

O

〇
海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆

撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
一
八
〇
、
一
八
一
）

Q

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
同
一
八
二
〜
一
八
六
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
等
訓
練
を
実
施
す
る

件
（
同
一
八
七
）

R

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
三
一
、
一
三
二
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

総
務
省

経
済
産
業
省

R

〔
皇
室
事
項
〕

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
I

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁被

害
回
復
事
務
管
理
人
選
任
、
証
票
無
効

関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
J

会
社
そ
の
他

L
J

˜


		2009-10-07T15:11:43+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




